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普 通 期 水 稲 の 害 虫 防 除 に 関 す る 考 察

松 元 里 志

1.水 稲の生育経過について

1993年 度の農事部 の普通期水稲作付は,ミ ナ ミヒカ リ43a,ヒ ノヒカ リ37a,お よび ヒヨクモチ3aの 合計

83aで あった。それ らの うち,実 験用水 田24aを 除 く生産 田では慣行栽培 法で6月7日 と11日 に田植 を行 っ

た。

水稲栽培期 間中の気象条件 では,多 量 の降雨 を ともな う梅雨の長期化 と数次 の台風襲来があった。その中

で,田 植 え後 の6月 中旬か ら8月 下旬 までは長期間 の 日照不足 であ り,特 に水稲 の幼穂 形成期 に当た る7月

中下旬か ら出穂期の8月 下旬 までの 日照不足 は顕著 で,平 年に比べ て50%以 下 の 日照時間であった。 また,

その期間の気温は平年 比で2～3度 低 く経過 した。 その結果,出 穂 はいずれ の品種 とも約10日 間遅延 して,

中で もミナ ミヒカ リの出穂期 は9月 初旬 までずれ こみ,出 穂 が台風13号(9月3日)と 重 な り大 きな被害 を

受けた。また,梅 雨期 間中の前線の移動 に と もない水稲 害虫の大量 飛来が繰 り返 され,被 害は例年 にな く大

きか った。 しか し,そ の後 の登熱期間中の気象条件 は比較 的良好に経過 したため,収 量 は平年比で約10%の

減収に とどまった。水稲 の生育,収 量 に対す る栄養成長期間 中の 日照不足の影響 については,「 水稲低農薬栽

培における生産生態学 的研究」の中で詳細に検討中であ り,次 回発表す る予定であ るが,本 報告 では生産 田

におけ る本年度の害虫防除実績 を検討 し,今 後の低 農薬条件 での防除法 につ いて考 察 したので報告す る。

2.害 虫防除について

第1,2図 に1993年 度 の主要害虫であ るセ ジロウ ンカとコブ ノメイガの発生消長 を,第1表 に害 虫防除実

績 と,第2表 に害虫の発生生態 と防除適期 お よび薬 剤の効果 につ いて検討 して作 成 した今後の防除体系 を示

した。セジロウンカの大量飛来が5回 あ り,コ ブ ノメイガは,7/20前 後に飛来 し,そ の後の飛来 と産卵で数

は 多 くな り,被 害葉が数 多 くみ られ るようになった。

1)移 植 後の水稲初期生育期 の ウンカ,ヨ コバ イに対す る防除 として,カ ヤホ ォス粒剤 を主体 として育苗

箱へ の箱施用 を行 い,対 照 として一部 にアドマイヤー粒剤 を施用 した。その後 カヤ ホォス粒剤 を散布 した区で

は,葉 鞘部にセジロウンカの産卵痕がみ られ,黄 変 していたが,ア ドマイヤー区は,産 卵痕 はみ られな く,そ

の効果 は30日 程度持続 した。 この結果か ら,ア ドマイヤー施用で移植 後か ら7月 第1週 までの ウンカの飛び込

みは防除 できるもの と考 えられた。

2)7/6の ア ドマイヤーDL粉 剤 による防除 はカヤホ ォス粒剤の ウンカ類に対す る薬効が低かったため散布せ

ざるをえなか った もの であるが,早 期飛 来の コブ ノメイガ を防除す るために同時期のバダ ン粒剤散布は今後

も行 う必要 がある。7/29の トレボン乳剤散布 は,コ ブノメイガが2回 飛来 した後 に防除 した もの で,7月 下

旬か らその被害 は激化 して,8月 上旬 には ピー クに達 した。 この ことか らコブノメイガの防除対策 として幼

虫卵孚化期 と発蛾最盛期の防除が必要 なこ とか ら,7月 上旬にパ ダン粒 剤,7月 下旬に トレボン乳剤,バ ダン

水和剤の散布が必要であ る。

3)8/8の 防除はウンカ.ツ マ グロヨコバ イ.コ ブ ノメイガ対象の防除 であ り8/20日 の防除は,成 虫追い出

しによ りコブ ノメイガの成虫がみ られ たため行 った もの である。水稲 の出穂後の登熱期 間中に4枚 以上 の青

葉 を確保 する観点か ら,8月 上旬 の時点で ウンカ.ツ マ グロヨコバ イ.コ ブノメイガはほぼ完全に防除 して

お く必要 がある。 また,出 穂期以後 では,ト ビイロウンカお よび紋枯病 の防除 を行 う必要が ある。

以上の ように,梅 雨の長期化 に ともない海外飛来昆虫が大量発生 した1993年 度防除実験か ら考察す る と,

普通期水稲 の害虫防除では,移 植 時,7月 下 旬,8月 上 旬,穂 ぞろい期以後の5回 の薬散が基準になるもの

と考え られ る。

一 方,虫 種別の防除適期についてみ ると,セ ジロウ ンカでは,大 量飛来時1株20～30頭 の時点 で薬散 を行

う。 コブノメイガの防除は,幼 虫孵化 期 をね らうのが効率的 であ り,7～8月 では,産 卵前期間約3日,卵
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期 間3～4日 であることか ら,発 蛾 ピー ク約7日 後の期間が防除適期 である。 ただ,初 期飛来が 多岐型で,

発生が長期 にみ られ る場合 には,発 蛾 ピー クの3日 後 及びその7～10日 後の2回 防除が必要 である。初期飛

来時期 及び量の確認は成虫追 い出 し法が有効 である。

なお,正 確 な防除適期判定 のため には,害 虫の発生消長に関す る生態 的調査 を継続 して行 う必要があ り,

その結果,特 に海外飛来の害 虫の動態に よって,さ らに防除回数 は減 らし得 るもの と考 え られ る。
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第1図 セ ジロウンカの発生消長(1993年)

(60w予 察灯による調査,鹿児島県農試病虫部)

第2図 コ ブ ノ メ イ ガの 発 生 消 長(1993年)

(成 虫追いだし法による調査,鹿 児島県農試病虫部)

第1表1993年 度 農 薬 散布 実 験

時 期 薬 剤

移植期 カヤホォス粒剤(育 苗箱施用)

7/6ア ドマ イヤーDL粉 剤,パ ダン粒剤

7/29ト レボン乳剤

8/8ト レボン乳剤,パ ダン水和剤

8/20ス ミバ ッサ乳剤,パ ダン水和剤

9/17ア プ ロー ドバ ッサモンカット

第2表 次 年 度 以 降 の防 除 計 画

時 期 薬 剤

移植期 ア ドマ イヤー粒剤(育 苗箱施用)

7月 上旬 パ ダン粒剤

7月下旬 トレボン乳剤,バ ダン水和剤

8/10前 後 トレボン乳剤,バ ダン水和剤

出穂後 アプロー ドバ ッサモンカット


